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餅
ノ
木
か
ら
右
岸
に
沿
っ
て

八
幡
川
を
遡
り
、「
霧
ケ
瀬
」
の

橋
を
渡
っ
て
進
む
と
、
縦
長
の

大
き
な
岩
が
川
中
に
聳
え
る
。

こ
こ
が
立
石
で
あ
る
。
一
般
的

に
は
「
岩
」
と
呼
ぶ
よ
う
な
大
き

な
も
の
で
も
三
段
峡
で
は
「
石
」

と
す
る
。
岩
は
岩
盤
を
指
し
、
川

中
に
転
が
っ
て
い
る
も
の
は
大

き
く 

  

同
財
団
の
市
民
活
動
支
援
事

業
は
「
青
少
年
が
興
味
を
持
ち
、

多
く
の
感
動
を
得
る
生
活
体
験

の
機
会
の
提
供
、
地
域
社
会
づ

く
り
の
諸
活
動
」
の
中
か
ら
選

考
さ
れ
る
。
今
年
度
は
広
島
、
山

口
両
県
か
ら
九
十
九
件
の
応
募

が
あ
り
、
三
十
件
が
選
ば
れ
た
。 

さ
ん
け
ん
が
応
募
し
た
養
成

講
座
の
企
画
案
は
、
自
然
教
育

に
詳
し
い
専
門
家
を
招
い
て
講

習
会
を
開
き
、
実
際
に
青
少
年

が
参
加
し
て
、
学
び
の
多
い
自

然
体
験
を
す
る
。
受
講
者
が
実

践
的
な
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
技
術
を
習
得
し
、
次
世
代

の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
内
容
に

な
っ
て
い
る
。
講
習
会
は
五
回

程
度
を
予
定
し
、
自
然
体
験
教

室
も
組
み
込
ん
だ
。 

次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成

は
、
自
然
か
ら
継
続
的
に
得
ら 

    

き
く
て
も
石
で
あ
る
。 

   

「
立
石
は
戸
河
内
村
と
八
幡

村
と
の
境
界
に
位
置
し
、
大
石

累
々
た
る
中
に
碑
の
如
き
一
大

石
直
立
し
て
緑
樹
を
負
い
、
そ

の
一
側
に
奔
流
を
抱
き
て
雅
趣

を
有
す
」
と
、
南
峰
は
描
く
。 

  

れ
る
感
動
を
青
少
年
へ
提
供
で

き
る
と
同
時
に
、
過
疎
が
進
む
安

芸
太
田
町
内
で
イ
ン
タ
ー
プ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
の
は
、
地
域

存
続
の
カ
ギ
と
も
位
置
付
け
た
。 

 

今
後
、
講
師
と
協
議
し
、
講
習

日
程
や
具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
組
み
立
て
、
参
加
者
を
募
集

す
る
。 

                 

こ
の
辺
り
か
ら
上
流
は
当
時

の
八
幡
村
、
現
在
の
北
広
島
町
で

あ
る
。
一
九
二
三
年
、
正
式
な
峡

谷
名
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
南

峰
は
、
「
戸
河
内
峡
」
と
し
な
か

っ
た
。
行
政
の
枠
を
越
え
た
連
携

を
重
視
し
た
か
ら
で
あ
る
。 

江
戸
期
の
文
献
に
登
場
す
る

「
一
帯
が
中
国
の
三
峨
・
三
峡
に 

               

さ
ん
け
ん
の
二
〇
一
八
年
度

事
業
と
し
て
三
段
峡
正
面
口
の

三
段
峡
交
流
館
を
活
用
し
た
、
小

規
模
な
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の

開
設
が
決
ま
っ
た
。 

今
年
度
は
本
格
的
な
セ
ン
タ

ー
設
置
の
準
備
期
間
と
位
置
づ

け
、
ス
テ
ー
ジ
の
壁
面
な
ど
に
、

峡
内
の
自
然
や
歴
史
を
紹
介
す

る
手
づ
く
り
の
展
示
を
計
画
し 

 

   

似
る
」
と
い
う
記
述
と
、
滝
に
よ

っ
て
全
体
が
「
三
段
」
を
な
す
地

形
か
ら
「
三
段
峡
」
と
し
た
。 

   

三
峨
の
一
つ
を
雁
尾
山
（
現
・ 

臥
竜
山
）、
三
峡
の
一
つ
を
八
幡

川
と
し
て
、
八
幡
村
の
領
域
を
峡

谷
名
に
組
み
入
れ
た
。
現
在
、
河

川 に
含
ま
せ
た 

    

            

て
い
る
。
週
三
日
程
度
の
不
定

期
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
。 

 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
機
能

に
加
え
、
来
訪
者
情
報
や
ニ
ー

ズ
な
ど
の
基
礎
デ
ー
タ
を
収
集

す
る
予
定
。
来
年
以
降
の
本
格

運
用
の
足
が
か
り
に
す
る
。 

 

情
報
提
供
や
学
び
と
体
験
の

場
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
拠
点
と

な
る
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
設

置
は
、
さ
ん
け
ん
設
立
当
初
か

ら
の
大
き
な
目
標
だ
っ
た
。 

    

川
法
上
で
は
柴
木
川
に
な
っ
て

い
る
が
、
葭
ケ
原
上
流
は
八
幡

川
と
呼
ぶ
べ
き
だ
。 

同
年
八
月
、
名
勝
指
定
と
探

勝
路
の
整
備
を
目
的
に
発
足
し

た
三
段
峡
保
勝
会
の
設
立
総
会

に
は
、
戸
河
内
と
八
幡
の
両
村

民
が
出
席
し
た
記
録
が
残
っ
て

い
る
。 

 
 

（
松
尾 

俊
孝
） 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

              

太
田
川
流
域
振
興
交
流
会
議

主
催
の
「
太
田
川
子
ど
も
交
流
事

業
自
然
体
験
学
習
リ
ー
ダ
ー
研

修
」
が
広
島
市
中
区
で
開
か
れ

た
。
本
宮
宏
美
事
務
局
長
と
小
林

久
哉
理
事
が
受
講
し
た 

研
修
で
は
、
人
間
科
学
研
究
所

の
志
賀
誠
司
所
長
が
、
環
境
学
習

を
進
め
る
上
で
の
基
本
事
項
、
体 

         

学
生
の
頃
か
ら 

         

験
学
習
の
理
論
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
基
礎
、
知
っ
て
得
す
る

指
導
技
術
に
つ
い
て
講
義
し
た
。 
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 一口メモ 

残
雪
や
倒
木
、
落
石
が
取
り

除
か
れ
る
。
四
月
中
旬
以
降

に
は
、
黒
淵
荘
や
渡
船
の
整

備
が
進
む
。
探
勝
路
脇
の
花

ア 

 

広
島
市
内
の
桜
が
満
開
に

な
る
頃
、
三
段
峡
は
ま
だ
早
春

の
趣
だ
。
探
勝
路
で
は
人
力
で 

 

た
ち
は
四
月
か
ら
毎
週
の
よ
う

に
入
れ
替
わ
っ
て
咲
く
。
人
も

植
物
も
入
峡
者
を
迎
え
る
準
備

を
整
え
る
。 

５０年先へ繋ぐホープ  
今井勝則さん 

 

黒淵の渡し船に乗ると、流暢

な言い回しが勇壮な風景に興

を添える。学生の頃から家業を

手伝い、竿を捌く仕草は熟練者 

だ。平成生まれ、三段峡で仕事をする人の中で

は圧倒的に若い。５０年後、探勝路を散策する

観光客を見届けられるホープ的存在。その頃は

語り部を担っているのだろうか。 

 黒淵荘へはバイクで「通勤」し、土日・祝日

には７時前に到着する。「感動されるのは船上

から振り返る断崖」と話す。外国語は苦手だが、

日本人と同じように接する。「賑わっていた当

時のようにしたいし、見てみたい」。 （炎） 

 

 

▼
人
も
花
も
準
備
急
ぐ 

 
 

 

南
峰
と
歩
く 

⑧ 

立
石
（
た
て
い
し
） 

■
両
村
民
保
勝
会
作
る 

■
行
政
の
連
携
を
重
視 

碑
の
如
く
直
立 
緑
樹
負
い
奔
流
抱
く 

  

マツダ財団・市民活動支援事業  さんけんの企画を選定 
 

マツダ財団が実施する第 34 回市民活動支援事業の助成金交付

団体に、さんけんが選ばれた。対象になった事業は、青少年へ多様

な生態系や自然への感動を伝える人材を育成する、インタープリ

ター養成講座の実施。助成金は 40万円。 

 

 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
を
実
施 

交
流
館
に
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
開
設 

ビジターセンターが開設される三段

峡交流館 

三段峡ゲートウェイ 
中期計画を策定 

自
然
体
験
学
習 

リ
ー
ダ
ー
研
修 

受
講 

自然の感動伝える人材育成 

 ボランティア活動 参加者募集 

４月１５日（日）10：00三段峡正面口集合（14：30解散） 
参加費 1,000円（会員、賛助会員は無料） 
準備物 長靴、軍手、タオル、飲料 ※終了後懇親会 
参加・弁当の申し込み 12日までに事務局へ  

申し込み・問い合せ＝事務局・本宮宏美 ☎090・6078・0835 

三段峡を清掃しながら歩こう会 

 

三
段
峡
リ
ボ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
会
は
三
月
二
十
八
日
、
二
〇
二
〇
年
ま

で
の
三
段
峡
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
中
期
計
画

を
策
定
し
た
。
さ
ん
け
ん
が
同
計
画
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
事
務
局
を
担
当
し

た
。
計
画
は
観
光
庁
の
「
地
域
資
源
を
活

用
し
た
観
光
地
魅
力
創
造
事
業
」
の
対
象

に
な
っ
て
策
定
さ
れ
る
「
安
芸
太
田
町
観

光
振
興
基
本
計
画
」
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ

ラ
ン
。
同
委
員
会
か
ら
町
へ
提
出
さ
れ 

          

る
。
主
な
三
施
策
は
次
の
通
り
。 

 

▼
太
田
川
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
部
会
の
設

置 

町
民
が
参
加
す
る
自
然
資
源
活
用

の
全
体
構
想
や
連
携
促
進
の
場
づ
く
り 

 

▼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
開
設 

知
と

情
報
提
供
、
も
て
な
し
の
拠
点
づ
く
り
。 

 

▼
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
の
構
築 

町
民

や
ガ
イ
ド
同
士
が
学
ぶ
仕
組
み
づ
く
り
。

安
全
管
理
を
は
じ
め
ガ
イ
ド
の
資
質
向

上
、
ガ
イ
ド
収
入
の
増
加
を
図
る
。 


